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要約 ： 本研究で は ，メ タ ボ リ ッ ク シ ン ドロ
ーム 対策 の 料理 レ シ ピ の 新た な候補を 自動生成

す るた め の メ タ ボ対策料理 レ シ ピ発想支援方法 の 検討 を行 う．メ タボ対策料理 レ シ ピ発想 支

援方法で は
， 既存 の 料理 レ シ ピ を元データ と し て 使用す る．既存 の 料理 レ シ ピ に含まれ る 食

材 を ，元 の 食材 よ りも低 カ ロ リーで ，か つ 代替 し て もお い しく食 べ られ るよ うな食材 で 代替

する こ とに よ っ て ， メ タボ対策料理 レ シ ピ の 新たな候補 を生成す る．各食材 に つ い て ， その

食材 が ど の よ うな食材 よ り低 カ ロ リ
ー

で ，か つ 代替 し て もお い し く食べ られ る か に関す る情

報 を集 めた食材 シ ソーラス を準備 し ， メ タ ボ対策料理 レ シ ピ発想支援方法で 利用す る，提案

方法 を実デー
タに適用 し ， 数例で は あるが実際に 元 レ シ ピ よ りも低カ ロ リー

の 新たな料理 レ

シ ピ候補を生成 で きるこ とを確認 した ．
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1． は じめに

　近年，日本で は厚生労働省の指導［llにより，メタボ

リッ クシ ン ドロ ーム を回避するような生活習慣が推奨

されて い る．具体的には食事や運動等による生活習慣

の改善が挙げられ る．食事による生活習慣の 改善にお

い て は ， カ V り
一

の 高い 食事を避 け，低カ ロ リーの食

事を摂取するこ とが重要で ある．低カ ロ リーの食：事を

摂取するために低カ ロ リーの料理 レ シ ピを知 る方法と

して は，低カロ リーの料理 レ シ ピを集めた レ シ ピ本 を

購入する方法があるが，
レシ ピ本では料理 レ シ ピの 数

が とても限定的で ある．また ， とて も料理 に精通 して

い る人であれば 自分で新規に低カ ロ リ・
一

の料理 レ シ ピ

を考案するこ とも可能であるが，
一
般的には自分で低

カ ロ リーの料理 レ シ ピを多数考案する こ とは難 しい ．

他方 ， 料理メデ ィ アに関する研究分野で は ， 料理 レ

シ ピに関する研究が数多く行われ て い る．従来研究［21

では，検索エ ン ジン や文書検索な どで 用い られてい る

ベ ク トル 空間法を既存料理 レ シ ピ の検索 ・推薦に応用

し，食材をキ
ー

ワー ドとして入力 して 当該食材を使贋

する既存料理 レシ ピを検索する技術が提案されて い る，

従来研VE［3］［4｝では ， 組合せ最適化手法などを応用して ，

既存料理 レ シ ピ を組み合わせ ることによ っ て栄養面で

バ ラン ス の 良い 献立を自動的に作成 ・推薦け る技術が

提案されて い る、彳欄 5］［6］で は，動画 ・音声 ・テ

キ ス トを扱 うマ ル チメディ ア処理技術を応用し て，既

存料理 レ シ ピの 調理 方法に関する利用 しやずい コ ン テ

ン ツの 作成支援技術が提案されて い る．しか し，新た

な低カ ロ リー一の 料理 レ シ ピを自動作成する研究は行わ

れて い ない ，

　そ こ で，本研究では既存料理 レ シ ピと食材に関する

情報をもとに して，新たな低カ ロ リーの料理 レ シ ピの

候補を生成す る ， メタボ対策料理 レ シ ピ発想支援方法

に関する基本検討を行 う，前述の 従来研究で提案され

てい る諸技術は ， 本研究の提案方法によっ て新たな低

カ ロ リ
ー

の 料理 レ シ ピ が生成され た後に ，
レ シ ピ を検

索 した り，複数レ シ ピを組み合わせ て献立を作成 した

り， 調理方怯 に関する コ ン テ ン ツ を作成 したりする際

に利用可能な技術で ある．

　 本研究 で は ， 既存料理 レ シ ピ と食材に関する情報を

もとに して，新たな低カ ロ リ
ー

の 料理 レ シ ピ の 候補が

生成でき ることを検証する基本検討 を行 っ てお り， シ

ス テ ム化は行 っ て い ない ．また，本研究における提案

方法は新たな低カ ロ リ
ー

の 料理 レ シ ピ候補を生成する

ための基本部分の みであ り，シ ス テ ム化に向けて 1罫 ll

便性， 安全性な どの 面か ら多くの 追加検討が必要であ

る．

2． 利用する情報

　こ こ で は ， 本研究で利用する各種 清報の 定義を行 う．

メタボ対策料理 レ シ ピ発想支援方法では食材 DB （デ
ー

タベ ー
ス ） ， 既存料理 レ シ ピ DB ，食材シ ソーラス

とい う3 っ の DB を利用する．

食材に関する情報が食材 DB に格納されてい る．　gi ，

9，
・ G は ’翻 の食材を礼 G ・ G 噸 ，9 ， ，

…
，9i。1｝

は食材集合で ある． c
，（gi）は食材g 、

の 1 グラム あた り

の エ ネル ギー （kca1）を示す．エ ネル ギー
以外 の 栄養

素に関する情報を ej （9i）（ノは 1 以外） として格納す

る．例えば ， c2 （g 、）とし て食材 g 、の 1グラ ム あた りの

鉄分   ）を示す． （目的に応 じて ，
い ろい ろな栄養

素に関する情報を格納するこ とが想定される．）

　新たなメタボ対策料理 レ シ ピ （低カ ロ リ
ー

の料理 レ

シ ピ） の 候補を生成す る際の 元 の 清報になる既存料理

レ シ ピに関する情報が既存料理 レ シ ピ DB に格納され

て い る．L ，ri ∈ R は ∫番 目の既存料理 レ シ ピを示 し，

R ・R 鵡 ら・…・扁 鬮 存料理 レ シ 礁 合で ある・

塩 ノ），バ弓の ・ 礁 ）は既存料理 レシ 頃 の ノ番 目

の食材 を示 し ， f（弓，ノ）EG で ある．ま た ，　 F （ri），

Fω一ケ（r，
　，1＞＿，鵡 F（棚 ⊂ G は既存糎 レ シ ピ

ri の食材集舎で あ る 一 庵 ，ノ）は既存料理 レ シ ピ ri の ノ

番 目の食材 の 1人前あた りの 使用量（グラム）を示す．

　人 が料理をする場合 ，
レシ ピ どお りの 食材を使用せ

ずに他の 食材で代潜する こ とが ある、こ れは ， 他の 食

材で代替 して もお い しく食べ られ るとい う料理 をする

入の 知識を活用 して い る．本研究では こ の よ うな代替

可能な食材の 中で も特に元 の 食材 （被代替食材）よ り

もカ ロ リ
ー

の 低 い 食材に関する知識を食材シ ソー
ラス

として利用する．

　 自然言語処理 の 分野で は コ ン ピ ュ
ータ向けの 類義語

辞書が シ ソ
ー

ラス ［7］と して 整備され て い る，自然言語

処 理 の 情報検索では ， 当初の 検索用 の キ
ー

ワ
ー

ドに同

じ意味で表記の 異なる類義語を論理和で追加する こ と

に よっ て ，当初の キーワー
ドの み で は検索で きなか っ
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た新た な情報も検索で き るよ うにする質問拡張［8］に

シ ソー
ラ ス が利用されて い る．本研究における代替食

材の考え方は 自然言語処理 に お ける類義語の 考え方 と

似て い るの で ，本研究で は，これを食材シ ソー
ラス と

呼 ぷ b
、 ，

b
、

∈ G は食材 シ ソー
ラス に格納されて い る

’番 目の 被代替食材 （代替される元 の 食棚 を示 し，
B

，

B ・ ？）i，
b

， ・
・一・

・
bl

。1｝・B ⊂ G は撚 椴 材黔 で ある

a （b，の ， ・（わ，の ・ A（b，）， a （わ。 ノ）・ G は被代替食搦

を当該食材で 代替し て もおい しく食べ られるとい う意

味で代替可能で ，かつ c
、（b、）＞ c

、（a （bi，ノ））が成立するノ

番 目 の 代 替 食 材 を 示 す ． ま た ， A（b，），

・4（b，）一｛a（b、 ，
1）a （b，，

2）』．t．，α（b，，i・引（b，】｝｝，　A（b，）⊂ G は被

代替食材 b
，
に関す る代替食材集合である．

3 ． メ タボ対策料理 レシ ピ発想支援方法

最初に前章で説明した食材シ ソー
ラス などに格納さ

れて い る情報を利用 し て
，

い くつ か の 定義を行 う，

m （ri ，プ），　m （riの EM （ri）は既存料理 レ シ ピ ri　a喰 材の

中で食材シ ソー
ラス に被代替食材 として格納 されて い

る ノ番 目 の 食 材 を 示 す ． ま た ， M （ri），

M （・，）一玩 ，ゆ班 （r，　，2）＿．m （・． 1M（r，）〉｝　　　 ，

lM釧 ≦iF（n　lは既存料理 レ シ ピ ri の 食材の 中で 食材

シ ソー
ラス に被代替食材として格納 されて い る食材の

集合を示す，

　次に ， メタボ対策料理 レ シ ピ発 想支援か法に つ い て

説明する．既存料理 レ シ ピ r
，
に基づ く新たな低カ ロ リ

ー
の 料理 レ シ ピ の 候補を生成するア ル ゴ リズ ム を以

．
ド

に示す．

for（ノ1
＝1；ノ1 ≦IA（m （r，

　
，
1））；ノ1 ＋ ＋）｛

for（ノ、
＝ 1；ノ、

≦［A（臨 2）誹；．f2＋ ＋）｛

f・r （ノ囲
一1；ノ1痴 ）1≦1晦 ¢，IM喇 ；jlM（，、　）1＋ ＋）｛

　　料理 レ シ ピ候marilh・／、、．．畑 〔r，、）1
の 生成；

　 ｝… ｝｝

一ヒ記の ア ル ゴ リズ ム で は ，既存料理 レ シ 頃 の 食材の

中で 食材シ ソーラス に被代替食材 として格納 されて い

る食材の 集合 M （h）の 各要素 （被代替食材） m （ri，ノ）に

つ い て ， a（畷  ノ｝1）か らα（in（ri’ノ），　IA（m （弓，ノ）】）まで代

替させ なが ら全 組合せ を列挙する．既存料理 レ シ ピ n

に基づ い て 列挙 される新たな低カ ロ リ
ー

の料理 レ シ ピ

候 補の 繖 は ｝姻 棚 晦 （r，
　，2））…IA（m （引M （棚

で ある．代替する代替食材の番号をゐ ，1Sk ≦ M （ri），

1≦ ノk
≦ IA（m （r，　，k）】で表現 し，新たな低カ ロ リーの料

理 レ シ ピ候補をL：ノ、，J2．．．−Jl・w （ri）1
で表現 して い る．なお

代替食材 a （m （r． i），k）の 1 人前あた りの使用量ば 被

代替食材 m （r ，，ノ）の 1 人 前あた りの使用量 と等 しい と

する．

料理 レ シ ピ候蹴 幡 ．
畑 ，、1

｝蝦 僻 鯉 レ シ t「
°
… の

被代替食材をよりカ ロ リーの低い代替食材で代替ケる

こ とによっ て 生成 された レ シ ピなの で ，1 人前あた り

の カ ロ リ
ー

は既存料理 レ シ ピ ri の カ ロ リ
ー

よ りも低 く

なっ て い る．なお，既存料理 レ シ ピ ri の 1人前あた り

の カ ロ リ
ー

はΣ臀）Ic（f（ri’j））vv（ri ，ノ）で ，料理 レ シ ピ候

補 ri：1、、1、、．、．11嚇
の 1 人 前 あ た り の カ ロ リー

は

Σ腎
「’）1c（！（〆，ノ））yv（r ，ノ）で あ る ． た だ し ， 〆 は

脇 ．．．ノ1嗣 1
の 臑 己である・

　上記の 新たな低カ ロ リ
ー

の料理 レ シ ピ候補の生成を

既存料理 レ シ ピ集合R の 全要素に つ い て行 うこ とに

よ っ て，全既存料理 レシ ピにつ い て ，提案が法に基づ

く新たな低カ ロ リ
ーの料理 レ シ ピ候補を全列挙できる．

4 ． 提案方法の 適用例

　こ こ で は ， 前章で 提案したメタボ対策料理 レ シ ピ発

想支援方法を実データに適用 した例を紹介する，なお ，

本研究で は シ ス テ ム 化は実施 してお らず，適用例を得

るにあた っ て は，最邸 艮の 実験環境の み用意 した．具

体的には，既存料理 レ シ ピ DB な どをテキ ス トフ ァ イ

ル で作成 し
， 新規料理 レ シ ピ候補を生成する プ ロ グラ

ムを Java言語で作成した．

　実験に際 して，既存料理 レ シ ピ DB は レ シ ピ 集［9］を

参考に した．食材の 重量 の換算 （トマ ト1個の グラム
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換算など）は厚生労働省作成の 食品番号表［10］を参考

に した．食材 DB の エ ネル ギーや栄養素の 情報につ い

ては，文部科学省 の 食品成分デー
タベ ー

ス ［11］を参考

に した．食材シ ソ
ー

ラス にっ い ては，食材の エ ネル ギ

ー
の 大小判定にっ い て は食材 DB を参照 し，代替した

場合におい しく食べ られるか どうか の判定につ い て は

著者らの 主観に基づ い て作成した．

　最初に，既存料理 レ シ ピ 「さんまの 竜田揚げ」と 「じ

ゃ が芋と牛肉の炒め物」 に提案方法を適用 した際に生

成 された新たな低カ ロ リ
ー

の 料理 レ シ ピ候補の 中か ら

最も低カ ロ リ
ー

だ っ た候補 （適用例 1 と適用例 2）を

表 1．と表 2．に示す．適用例 1で は元 レ シ ピ の さんまを

まい わ しで 代替し，適用例 2 で は元 レ シ ピの 牛肉とじ

ゃ が芋を，鶏肉とさとい もで代替 して い る．エ ネル ギ

ー
を低くする こ との み が 目的の 場合には ， 実験 の 際に

使用 したデー
タの もとで は，エ ネル ギ

ー
が最小 の 適用

例 jと適用例2 σ喉 補がそれぞれ最良だ と考え られ る．

　次にエ ネル ギ
ー

に加 え て他の栄養素も考慮調象 に加

えてみ る．今回の実験で は，c
，（g，）として食材 gi の 1グ

ラム あた りの鉄分 （mg ）に関する情報も食材 DB に格

納してい るの で ， 鏘 〉を考獻 橡 に勘 け る．表 2．よ

り，適用例 2 の 候補は元 レ シ ピ よ りも鉄分が低くな っ

て い る．鉄分の摂取も食事の 目的 とする場合には ，
エ

表 1．適用例 1 （1人前）

既存料理 レ シ ピ名 さんま の 竜田揚げ

元 レ シ ピの食材 さん ま，し ょ うゆ，酒，

片栗粉，にんに く，油

代替食材 さんま → まい わ し

元 レ シ ピ の エ ネル ギ
ー 579（kcat）

レ シ ピ候補の エ ネル ギー 440（kcal）

表 2．適用例 2 （1人前）

既存料理 レ シ ピ名 じゃが芋と牛肉の 炒め物

元 レ シ ピ の食材 牛肉 ，
じ ゃ が芋 ， さやい

ん げん ，し ょ うゆ，酒，

片栗粉，にんに く，粗塩

こ しょ う，油

代替食材 牛肉→ 鶏肉，

じゃ が芋→ さとい も

元 レ シ ピ の ヱ ネル ギー 5（饕（琴cの

レ シ ピ1醂 甫の エ ネル ギ
ー 292 （kcの

元 レシ ピの 鉄分 1．26（mg ）

レ シ ピ候補の鉄分 LO8（mg ）

ネル ギー
を元 レ シ ピ よ りも低くし，か つ 鉄分を増量す

るよ うな候補が期待 され る．適用例 2 の元 レシ ピに提

案方法を適用 した際に生成され た候補の 中か ら，そ の

よ うな条件を満足する候補を適用例 3 と して表 3．に示

す．

　適用例 3 では牛肉とじゃが芋を， 馬肉とさとい もで

代替 し，
エ ネル ギーが 293kcal

， 鉄分が 3．64ng である．

適用例 2 とエ ネル ギー
はほぼ同 じで ， 鉄分は元 レ シ ピ

の 約 3 倍となっ て い る，しか し，馬 肉を購入できる店

の 数が限られ て い るとい う点を考慮すると，適用例 3

は実用的で はない ．

　提案方法が生成 した候補の 中には，牛肉とじゃ が芋

を，ラム （羊肉）とさとい もで イ
L

膳 …する候補もあるの

で適用例 4 として表 4．に示す．

　適用例 4 はエ ネル ギーが 360kca1， 鉄分が 2．20  で

ある．適用例 2 および適用例 3 ほどの 低カ ロ リ　
一一

では

ない が，鉄分の 摂取と代替食材 の 購入 し易さを考慮に

表 3．適用例 3 （1人前）

既存料理 レ シ ピ名 じゃが芋と牛肉の 炒め物

元 レ シ ピの 食材 牛肉，じゃ が芋，さや い

んげん ， しょ うゆ ， 酒 ，

片栗粉， にんに く， 粗塩 ，

こ しよ う，油

代替食材 牛肉一・馬肉，

じゃが芋 → さとい も

元 レ シ ピの エ ネル ギー 504（kca1）

レ シ ピ候補の エ ネル ギ
ー 293（kcal）

元 レ シ ピの 鉄分 1．26C 喞

レシ ピ候補の鉄分 3．64（mg ）

表 4．適用例 4 （1入 前）

既存料理 レ シ ピ名 じゃ が芋 と牛肉の炒め物

元 レ シ ピ の食材 牛肉，じやが芋，さや い

んげん，しょ うゆ，酒，

片栗粉，に ん に く，粗塩，

こ し ょ う，油

代替食材 牛肉→ ラム （羊肉），

じゃ が芋→ さとい も

元 レ シ ピの エ ネル ギー 504（kca1）

レ シ ピ候補の エ ネル ギ
ー 360（kcの

元 レ シ ピの鉄分 1．26（  ）

レ シ ピ候補の鉄分 2．20（mg ）
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入れ る と，適用例 3よりも適用例 4の 方が実用的な候

補で ある，

5． 考察 と今後の 課題

今同 の ・　 1言・をとおして g課題も多く見つ か っ た．

こ こ で は ， 考察を加 えなが ら今後の 課題に っ い て 述 べ

る．

　1 点 目は食材シ ソ
ー

ラ ス 等 の 各種 DB の デー
タ量に

つ い て で ある．提案方法によ っ て 登載 され る候補の 充

実度は各種 DB の保有デー
タの 充実度によっ て左右さ

れ る た め，各種 DB のデータ拡充は重要な今後 の 課題

で ある．例えば，食材 DB に登録されて い る油につ い

て考えた場合に，現状では
一
般的な植物油脂類の みを

想定し てい るが，ラ
ードなども対象にする場 合には項

目名称 を細分化 してデー
タを追加登録 ケることになる．

また ， 植物油脂類で もメ
ー

カ
ー

によっ てカ ロ リ
ーを軽

減 した特殊な製品もあるの で ，各メ
ー

カ
ー

の 製品ごと

の登録に つ い て も検討する必要がある．

　2 点 目は生成 される候補 （または登録される候補）

の絞 り込み方法である．現伏の提案方法は代替食材の

組合せ数だけ候補が生成されるの で，候補数が臆伏 に

なる場合もある．そ こで ，候補生成後にシ ス テ ム の利

用者が シ ス テ ム に登録する （デー
タを保存してお く）

候補を絞り込む際の 絞り込み方法や，あるい は候補生

成時に各種条件に従っ て 余分な候補の 生成 を制限する

方法の検討も今後の課題 で ある．

　3 点目は提案 方怯 によ っ て 生成されて既にシ ス テ ム

に 登録され て い る新規料理 レ シ ピ候補を，シ ス テ ム利

用者が検索する際の候補の 絞 り込み方怯 である．シ ス

テ ム利用者が任意の 食材や各種栄養素の 日標摂取量な

どを入力 して検索する機能や ，
シ ス テ ム利用者の 食事

制限などに関する情報をあ らか じめ シ ス テ ム に登録 し

て お くこ とによ っ て 当該利用者に提示 して は いけない

不適切な候補を排除 ナる機能に関する検討 も今後の課

題で ある．

　 4 点 H として安全性に関する追加検討が必要で ある．

上記 3 点 目で述べ た シス テ ム利用者の 食事制限惰報に

基づ く不適切なf賄 の 排除に関連する．利用者 の 嗜好

に基づ く満足度を高める こ とも重要で あるが，持病や

ア レ ル ギーによる食事制限ば利用者の 生命に関わ る こ

とで あ り，特に重要で ある．よっ て ，シ ス テ ム 化の 際

には嗜好 に関する条件設定は容易に変更 で きる仕様が

利便性の 面で好ま しい が ， ア レル ギーや特病に よる食

事制限に関する条件設定に関して は間違っ た設定や変

更が行われない よ うに二 重 ，
二 重で確認す るような仕

様が安全性の 面 で好ま しい ．

　5 点 口として ， 食材シ ソ
ー

ラ ス や生成後に シ ス テ ム

に保存された新規料理 レ シ ピ候補デー
タ の 更新に関す

る検刮が挙げられる．初期の食材シ ソ
ー

ラ ス につ い て

は 基本的な シ ソーラ ス を配付する場合 と，利用者個人

で作成する場合が考え られる，い ずれの 場合に して も，

個人 の嗜好や嗜好の変化 を反映するために食材シ ソー

ラス の 更新が必要 である．よっ て，利用者 の 嗜好に合

わせ て食材シ ソ
ー

ラス を容易に更新可能な機能の検討

が必要 で ある．また ，
シ ス テ ム に保存 され る新規料理

レ シ ピ候補デー
タは，既存料理 レ シ ピ DB に格納 され

てい るデータに追加があっ た際に増加する．既存料理

レ シ ピ DB の 睇 瀕 度は い ろい ろな揚合が想定される

が ， 利用開始当初は頻繁に更新され る こ とが想定され ，

ある程度 の 運用後は更新頻度は少なくなる こ とが想定

され る．以前にシ ス テ ム に保存した新規料理 レ シ ピ候

補データを利用者の 嗜好に合わせ て削除で きるよ うな

機能 の 検討 も必要で ある．具徽 勺には，単に利用者が

不要なデータを削除する機能や，利用者には レ シ ピ候

補を実際に調理 （採用） した際に シ ス テ ム 上 で何らか

の記録をつ けてもらい ，採用状況に基づい て シ ス テ ム

が 削除提案するよ うな機能な どが考えられ る．

　 6 点目として，提案方法によっ て生成された新規料

理 レ シ ピ候補の 調理方法の整合性に関する検討 が挙げ

られ る．提案方法で は食材の組合せを レ シ ピ と して扱

っ てお り，食材の代替に伴 う調理方法の見直 しは行 っ

て い ない ．しか し
， 例えば牛肉と鶏肉で｝訥 口熱す べ き

時間が異なる．調理方法の 見直 しにつ い ては利用者に

任せ る対応 も考えられ るが ， 料理 が苦手な利用者の 存

在も想定する と，食材の 代替に伴 う調理方法 の 変更に

関して も検刮が 必要で ある，

　 本研究で は ，メ タボ対策料理 レ シ ピ発想支援方法に

関する基本検討 と し て ，食材 シ ソー
ラ ス な どの 各種

DB を利用する こ とに よ っ て
， 元 レ シ ピ よ りも低カ ロ

リ
ーの料理 レシ ピ候補や，低カ ロ リ

ー
でかつ 他 の 栄養

素が元 レ シ ピ よ りも多く含まれた レ シ ピ候補が生成で

きる こ とを確認 し た．しか し，当該 レ シ ピ に従 っ た料

理 の 味 （または想定される味）の言1価 噺 了っ て い ない ．

よっ て ，7 点 目の課題と して被験者に よる味に関する

評価も挙げられる，
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6 ． 結論

　本研究では既存粍哩 レ シ ピ と食材に関する情報をも

とに して ， 新たな低カ ロ リーの料理 レ シ ピ の候補を生

成する，メタボ対策料理 レ シ ピ発想支援方法 の 基本検

討を行 っ た．数例で はあるが，提案か法を実デー
タに

適用 し，元 レ シ ピよ りも低カ ロ リーの 料理 レ シ ピ候補

や，低カロ リー
でか っ 他の栄養素が元 レ シ ピよ りも多

く含まれ た料理 レ シ ピ候補が生成で きるこ とを確認 し

た．

　前述 の 課題を含め，今後さらにメタボ対策料理 レ シ

ピ発想支援方法 に関する検討を深めて い きたい ．
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’
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